
オ ー ス トリア の

地穴風グン
ミ

、
トラユシ

謙
イ
膝佐

さ と う ・け ん
1948年 岩手県生まれ。 北海

道大学 大学院農学研 究科修

十課程修了。 現在、 北海学

園大学教授。学 術博士。専

門は、北 海道 の高山植生 と

植物相、 およびそれ らの保

護研究。

は

じ

め

に

中
欧

の
秋

は

、

九

月

初

旬

か

ら
十

一
月

初

旬

ま

で
本

当

に
悪

天

が
続

き

ま

し

た

。
晴

天

が
合

計

十

日

間

、

し

か

も

飛

び

飛

び

に
あ

っ
た

だ

け
、

低

地

で
は

雨

が

続

き

、

山

に

は

早

々

に
雪

が

積

も

っ
て
し

ま

い

ま

し

た
。

こ

の
異

常

気

象

の
た

め
、

高

山

の
調

査

を
早

々

に
切

り
上

げ
、

ア

ル
プ

ス
山

麓

に
散

在

す

る

風

穴
地

に

つ
い

て
文

献

を
読

み

現
地

を
確

認

す

る

作

業

を

繰

り

返

し

ま

し

た
。

結

局
、

ス
イ

ス

八

ヶ
所

、

イ

タ

リ

ア
と

ド

イ

ッ
各

二

ヶ
所

、

オ

ー

ス
ト

リ

ア

一
ヶ
所

の
合

計

十

三

ヶ
所

の
風

穴

地

を
訪

れ

る

こ
と

が

で
き

ま

し

た
。

こ
れ

ら

の
う

ち

三

ヶ
所

に

つ
い

て
は
会

報

で
紹

介

し

ま

し

た

が

、

こ

こ
で

は
、

『
東

ヌ

プ

カ

ウ

シ
山

に
最

も
良

く

似

た

風

穴
地

』

を

選

ん

で
、

旅

日

記
風

に
紹

介

し

ま

し

ょ
う
。

諸

文

献

を

読

む

う

ち
、

シ

ェ
フ
ト

ラ

イ

ン

(
一
九

六

二
)

に
よ

る

『
シ

ュ
ラ
ト

ミ

ン
グ

(
OQ
o
巳
o
創
ヨ
ぎ
σq
)
・
タ

ウ

エ

ル

ン
山

地

に

お

け

る

特

殊

な

高

層

湿

原

」

と

い

う

論

文

(
佐

藤

(
訳

)

一
九

九

九

)

が

特

に
気

に

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

は
、

高

層

湿

原

と
題

し

て

お

り

ま
す

が
、

そ

の
内

容

は

『
東

ヌ

プ

カ

ウ

シ
山

と
似

た
風

穴

地

』

を

取

り
扱

っ
て

い

た

か

ら

で
す

。

「
百

聞

は

一
見

に
し

か

ず

、

是

非

と

も

観

た

い
」

と

思

い

ま

し

た
。

ア
プ

ロ
ー

チ

宝

捜

し

の
手

順

の

よ

う

で
す

が

、

具

体

的

な

場

所

に

つ

い

て

は
、

前

述

の
論

文

に

「
シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

・
ウ

ン
テ

ル

タ

ー

ル

の
北

斜

面

下

部

、

標

高

約

千

メ

ー

ト

ル
、

テ

ッ

タ

ー
旅

荘

の
手

前

約

一
キ

ロ
メ

ー

ト

ル
、

規

模

は
長

さ
約

百

メ

ー

ト

ル
、

幅

約

五

〇

メ

ー

ト

ル
」

と

い
う

記

述

が

あ

り
ま

す

。

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

に
行

き

、

五

万

分

の

一
か

二

万

五

千

分

の

一
の
地

形

図

を

手

に
入

れ

さ

え
す

れ

ば

、

現

地

に
行

け

そ
う

で
す

。

そ

こ

で
、

ど

こ

に

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン

グ

が

あ

る

の
か

、

交

通
手

段

は
汽

車
な

の
か

バ

ス
な

の
か
、

そ

れ

ら

の
確

認

が

必
要

で
す
。

ス
イ

ス
で
手

に
入

れ

た

五

十

万
分

の

一
の
地

図
を
風

潰

し

に
確

認

し
た
と

こ
ろ
、

オ
ー

ス
ト

リ

ア

の
ほ

ぼ
中

央

に
、

細

い
字

で
書

か

れ

た

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

駅

が

あ

る

こ
と

が
分

か

り

ま

し

た
。

後

は
、

ス

イ

ス

・
チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ
駅

か

ら

た

だ

ひ

た
す

ら

走

る

だ

け

で
す

。

十

月

十

四

日
、

ス
イ

ス

・
チ

ュ
ー

リ

ッ
ヒ
を
出

発
。

オ
ー

ス
ト

リ

ア

・
イ

ン

ス
ブ

ル

ッ
ク

ま

で
約

四
時
間

、

こ
の
間
、

外

は

み

ぞ

れ

模

様
、

低

い
雲

間

か

ら

チ

ロ
ル

の
白

く

冠
雪

し

た
山

々

と

ト

ウ

ヒ

や

カ

ラ

マ

ツ

の
針

葉

樹

林

を

垣

間

見

な

が

ら

の
旅

で
す
。

イ

ン

ス
ブ

ル

ッ
ク
か

ら

は
、

標

高

が

低

く
な

る

た

め

ブ

ナ

や

カ

エ
デ

の
黄

葉

を

眺

め

な

が

ら
、

ビ

シ

ョ

フ

シ

ョ

ッ
ヘ

ン
ま

で
約

三
時

間

半

、

再

度

乗

り
換

え

て
約

二
十

分

、

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

到
着

ま

で
合

計
約

八

時

間

の
旅

と

な

り

ま

し

た
。

夕

刻

に
着

い

た

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ
駅

は
、

閑

散

と

し

た

小

さ
な

駅

、

し

か

も
降

り
続

く

雨

、

心

な

し

か

心

配

に
な

り
ま

し

た
。

し

か

し
、

キ

オ

ス
ク

で

聞

く

と

、

「
こ

こ

は

街

は
ず

れ
、

十

分

ほ
ど

歩

く

と

市

街

地

に
出

る
、

ホ

テ

ル

が

あ

る
」

と

い

い
、

し

か

も

五

万

分

の

一
の
地

形

図

を
手

に
入

れ

る

こ

と

が

で
き

ま

し

た

。

市

街

地

は
端

正

な

と

こ

ろ
、

ガ

ス
ト

ホ

ッ
プ
と

呼

ば

れ

る
安

宿

を

見

つ
け

る

こ
と

が

で
き

ま

し

た
。

宿

の
女

将

に
、

論

文

の
表

紙

と

購

入

し

た

ば

か

り

の
五

万

分

の

一
地

形

図

を

示

し

て
具

体

的

な

場
所

を
聞

く
と

、

「
高

層

湿

原

(
ホ

ッ
ホ

モ
ー

ル
)

と

し

て
有
名

、

テ

ッ
タ

ー

旅

荘

ま

で

バ

ス
が

あ

る
」

と

簡

単

な

答
、

地

形

図

に

「
こ

の
辺

り

」

と

(
ニ
キ

ロ
メ

ー

ト

ル

四
方

ぐ

ら

い

の
)

非

常

に
大

き

な

丸

で
囲

ん

で
く

れ

ま

し

た

。

こ
れ

で
、

す

べ

て

の
準

備

が

整

い
ま

し

た

。

前

祝

い

の
ビ

ー
ル
が
美
味

で
す
。
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シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

風
穴

地

翌

朝

、

真

夏

と

違

っ
て

バ

ス
が

な

い

こ
と

が
分

か

り
、

降

り
続

い

て

い

る
雨

の
中

を
歩

き
出

し

ま

し

た
。

標

高

約

七

五
〇

メ

ー

ト

ル

の
市

街

地

か

ら
針

広

混

交

林

、

そ

し

て

放

牧

草

原

(
ア

ル

プ
)

を

通

り
抜

け

る
緩

や
か

な

登

り
、

入

り
組

ん

で

い

る
牧

道

に
迷

わ
な

い

よ
う

に
地

形

図

で
確

か

め

な

が

ら

の
登

り

で
す

。

そ

の

う
ち

、

自

他

共

に
認

め

る

『
雨

男

』

に

は
珍

し

く
、

突

然

に
雨

が

止

み
例

外

的

な

晴

天

と

な

り
ま

し

た
。

二
時

間

ほ
ど

進

む

と

、

ち

ょ
う

ど

白

樺

峠

か

ら

然

別

湖

畔

に

か

け

て

の

ア

カ

エ
ゾ

マ

ツ
林

と

そ

っ
く

り

の
、

風

穴

地

帯

の
雰

囲

気

が

濃

厚

に
な

り

ま

し

た
。

「
こ

の
辺

り

の
小

道

を

入

れ

ば
良

い

か

な

?

」

と

、

標

識

も

何

も

な

い
歩

道

を

進

ん
だ

と

こ

ろ
、

問

題

の
風

穴

地

に

い
と

も

簡

単

に
達

し

て
し

ま

い
ま

し

た

。

第

一
印

象

は
、

■
東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

に

そ

っ
く

り
!

」

で
す

。

周

囲

に

は
黒

い

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

ト
ウ

ヒ
に
明

る

い

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

カ

ラ

マ

ツ
が

少

し

混

じ

っ
た
針

葉

樹

高

木

林

が

見

ら

れ

ま
す

。

顕

著

な

風
穴

地

で
は
、

ト

ウ

ヒ
が

○

・
五

な

い
し

ニ

メ

ー

ト

ル
ほ

ど
、

カ

ラ

マ

ツ
が

○

・
五

な

い

し

四

メ
ー

ト

ル

ほ
ど

の
高

さ

で
疎

生

し

て
お

り

ま

す

。

地

表

面

は
真

っ
赤

な

ミ
ズ

ゴ

ケ
類

、

イ

ワ
ダ

レ
ゴ

ケ
、

あ

る

い

は

白

い

ハ
ナ
ゴ

ケ
類

、

エ
イ

ラ

ン
タ
イ

な

ど

の
蘇

苔

地

衣

類

に

よ

っ
て
絨

毯

状

に
被

わ

れ

て
お

り

ま

す

。

こ

の
よ

う

な

植

物

群

落

の
外

観

(
相

観

)

は

、

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

に
お

け

る

ア
カ

エ
ゾ

マ

ツ
高

木

林

か

ら

同

倭
樹

林

へ
の
交

替

と

良

く

似

て
お

り

ま

す

。

ま

た
高

さ

が

一
メ
ー

ト

ル
ほ

ど

し

か

な

い
綾
性

の

ム
ゴ

マ

ッ

(窺

ミ

。。
ミ

g
σq
o
)

が

多

い

所

が

あ

り
、

こ

の
相

観

も

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

の

ハ
イ

マ

ツ
低

木

林

と
本

当

に
そ

っ
く

り

で
す
。

氷
期
の
遺
存

顕
著
な
風
穴
地

の
出
現
植
物
を
観
ま
す
と
、
多
く
の
蘇

苔

地

衣

類

を

初

め

と

し

て
ガ

ン

コ
ウ

ラ

ン
、

ク

ロ
マ
メ

ノ

キ

、

コ
ケ

モ

モ
な

ど

、

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

と
共

通

す

る
高

山

・
寒

地

植

物

が
多

数

、

認

め

ら

れ

ま

す
。

他

方

、

一
般

に
は

高

層

湿

原

に
多

い

ツ
ル

コ
ケ

モ
モ
、

ヒ

メ

シ

ャ
ク

ナ

ゲ

、

モ

ウ

セ

ン
ゴ

ケ
な

ど

、

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

に
見

ら

れ

な

い
高

山

・
寒

地

植

物

も
少

な

く
あ

り
ま

せ

ん
。

と

り

わ

け
、

シ

ェ
フ

ト

ラ
イ

ン

(
一
九

六

、
一)

が

注

目

し

た

倭
性

の
キ

ョ
ク

チ

カ

ン

バ

(じ○
ミ
ミ
Q

嵩
§

Q
)

は
、

晩

秋

の

た

め

ほ

と

ん

ど
落

葉

し

て
お

り

ま
し

た

が

、

良

く

観

る

と
多

量

に
あ

る

こ

と

を
確

認

で
き

ま
し

た
。

こ

の
倭

性

カ

ン
パ

は
、

通

常

ツ

ン
ド

ラ
地
帯

に
広
分

布

し
ま
す

が
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

の
中

緯

度

地

方

で

は
高

層

湿

原

に
稀

に
隔

離

分

布

す

る

た
め

、

氷

期

遺

存

種

の
代

表

と

言

わ

れ

て
お

り

ま

す
。

ま

た
、

こ

こ

の

ガ

ン

コ
ウ

ラ

ン
は
、
厳

密

に

は
、

ガ

ン

コ
ウ

ラ

ン
の
別

亜

種

(
ま
た

は
別
種
)
と

し

て
区
別

さ
れ

る
キ

ョ

ク

チ
ガ

ン

コ
ウ

ラ

ン
に
な

り
ま

す
。

ヨーロッパ カラマ ツの倭樹、

奥 に針葉樹高木林

ムゴマッ低木林とミズゴヶ類、

奥に針葉樹高木林
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優:勢な ミズゴケ類

、騰

趨

キ ョクチガ ンコウランとハナ ゴケ類

キ ョ ク チ カ ンバ

74

こ

の

よ

う

に
、

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

と

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
・山

の
風

穴

地

問

に
出

現

植

物

の
違

い
が

認

め

ら

れ
、

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

風

穴

地

の
方

が

極

地

ツ

ン
ド

ラ
と

直
接

的

に
結

び

つ
い

て

い

る
と

....口
え

そ

う

で
す

。

し

か

し
、

い
ず

れ

の

風

穴

植

生

も

、

氷

期

の
遺

存

種

で
あ

る
高

山

・
寒
地

植

物

か

ら

構

成

さ

れ

る
点

で
、

最

終

氷

期

以

降

の
気

候

温

暖

化

の
過

程

で
中

緯

度

地

方

に
取

り
残

さ
れ

た

(
遺

存

し

た

)

と

い
う

、

同

様

な

地

球

の
歴

史

を

背

負

っ
て

い
る

こ
と

は

明

ら

か

で
す

。

垂

直

分

布

の
逆

転

こ

の
山

域

に
お

け

る

植

生

の
乖

直

分

布

は
、

通

常

、

山

地

帯

・
亜

高

山

帯

・
高

山

帯

の
順

序

に
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
ブ

ナ
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
カ

エ
デ
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

ト
ネ

リ

コ
な

ど

か

ら

な

る
落

葉

広

葉

樹

林

(
あ

る

い

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

ト

ウ

ヒ
が

混

生

す

る
針

広

混

交

林

)
、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

ト

ウ

ヒ

や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
な
る
針
葉
樹
林
、
そ
し
て
高

山
植
生
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
て
お
り
ま
す
。
森
林
限
界
を

超
え
た
ば
か
り
の
高
山
帯
下
部
に
は
、
ち
ょ
う
ど
日
本
の

ハ
イ

マ
ツ
低
木
林
の
よ
う
に
、

ム
ゴ

マ
ツ
低
木
林
や
ア
ル

ペ
ン
ロ
ー
ゼ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
倭
性
シ
ャ
ク
ナ
デ

(肉
ぎ
織
ミ
§
辱
ミ

奇
、建
σq帆ミ
～§

)

の
低
木
林
が
見
ら

れ
ま
す
。

シ
ュ
ラ
ト
ミ
ン
グ
風
穴
地
に
出
現
す
る
高
山

・
寒
地
植

物
の
う
ち
、
高
層
湿
原
出
現
種
を
除
く
植
物
は
ほ
と
ん
ど
、

通
常
は
高
山
帯
下
部

の
ム
ゴ

マ
ツ
低
木
林
や
倭
性

シ
ャ
ク

ナ
ゲ
低
木
林
に
出
現
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
山

植
物
が
、
標
高
約
千
メ
ー
ト
ル
の
、
落
葉
広
葉
樹
林
や
針

広
混
交
林
が
成
立
す
る
山
地
帯

(冷
温
帯
)
に
お
い
て
風

穴
地
に
局
限
さ
れ
て
出
現
し
て
い
る
訳
で
す
。
山
地
帯

に

亜
高
山
性
針
葉
樹
林
、
ま
し
て
高
山
性
低
木
林
が
成
立
す

る
こ
と
は
、
東
ヌ
プ
カ
ウ
シ
山
に
お
け
る

『
垂
直
分
布
の

逆
転
』
と
全
く
同
じ
状
況
で
す
。

地

形

・
地

質

の

特

徴

と

低

温

・
湿

潤

条
件

こ

の
風

穴

地

の
地

形

的

特

徴

も

ま

た
、

東

ヌ

プ

カ

ウ

シ

山

の
場

A
口
と

良

く

似

て
お

り

ま

す

。

こ
こ

は
、

ク

リ

ュ
ー

ゲ

ル

チ

ン
ゲ

ン
山

の
北

斜

面

ド

部

、

山
頂

(
標

高

二

二
〇

四

メ

ー

ト

ル
)

か

ら

標

高

差

千

、
一百

メ
ー

ト

ル

に
も

及

ぶ

斜

面

の
最

ド

部

に
当

た

り
、
山

崩

れ
地
と

し

て
直

径

一
メ
1

ト

ル
内

外

の
岩

塊

が

堆

積

し

て
お

り

ま

す
。

こ

こ

の
地

質

は
片

麻

岩

か

ら

な

り

ま
す

が
、

シ

ェ
フ
ト

ラ
イ

ン

(
既
述

)

の
ま

と
め

に

よ

り

ま
す

と
、

中

欧

の
風

穴

地

で
は
地

質

の

違

い
は
あ

ま

り
問

題

で
は

な

く
、

地

形

(
崖

錘

.
山

崩

れ

地

)

と
局

地

気

候

(冷

気

の
吹

き

出

し

な

ど

)

が
重

要

で

あ

る

と
強

調

さ

れ

て
お

り

ま

す
。

実
際

に
、

現

地

の
温
度

を

測
定

し

て

み
ま

し

た

。

十

時

半

か

ら
十

一
時

半

、

気

温

卜

・
五
度

な

い
し

十

一

・
三

度



の
際

に
、

ト

ウ

ヒ

・
カ

ラ

マ

ツ
高

木

林

と

ム
ゴ

マ

ツ
低

木

林

に

お

け

る

十

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
深

の
地

温

は
、

そ

れ

ぞ

れ

一
、」
・
○

か

ら

八

・
、
、度

と

一
・
六

か

ら

四

・
互

度

で
し

た

。

こ

こ

に
は
、

す

で
に
地

下

氷

の
存

在

が

知

ら

れ

て
お

り

ま

す

が
、

そ

れ

を

証

明
す

る

か

の

よ

う

に
、

晩

秋

で
も

強

い
冷

気

の
吹

き
出

し

と
低

い
地

温

を

観

測

す

る

こ
と

が

で
き

ま

し

た
。

高
層
湿
原
か
風
穴
地
か

シ

ュ
フ
ト
ラ
イ
ン

(前
述
)
は
、
論
文
の
題
に

『高
層

湿
原
』
を
使
い
な
が
ら
、
普
通
の
高
層
湿
原

で
は
傾
斜
の

少
な

い
地
表
面
に
ブ
ル
テ

(小
凸
地
)
・
シ

ュ
レ
ン
ケ

(小
凹
地
)
と
い
う
高
層
湿
原
特
有

の
微
地
形

が
発
達
す

る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
に
は
そ
の
よ
う
な
微
地
形
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
、
し
か
も
相
当
の
傾
斜
地
に
成
立
す
る
こ

と
を
述

べ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
論
文
で
は
最
後
ま
で

(?

)、

こ

こ
を
直
接

に

は

『風
穴
地

(!≧
一5[9
1一〇
①O『[①困)』

と
呼
ん

で
お
り
ま
せ

ん
が
、
同
氏
は
、
論
文
の
大
半
部
分
を
使
用
し
て
中
欧
各

地
の
風
穴
地
を
比
較
し
、
こ
こ
で
も
斜
面
下
部
か
ら
冷
気

が
吹
き
出
す
こ
と
、
そ
し
て
地
温
や
地
表
面
温
度
が
非
常

に
低
い
こ
と
、
こ
こ
を
含
ん
で
中
欧
の
風
穴
地
で
は
地
質

の
違
い
を
超
え
て
崖
錐

・
山
崩
れ
地
と
し
て
の
地
形
的
特

徴
が
共
通
す
る
こ
と
、
空
気
の
対
流
も
土
ハ通
す
る
こ
と
を

詳
述
し
て
お
り
ま
す
。

同
氏
は
、
こ
こ
が
風
穴
植
生
と
し
て
は
珍
し
い
構
成
種

か
ら
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
が
優
勢
に
出
現

し
、
綾
性
カ
ン
パ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、

ツ
ル

コ
ケ
モ
モ
な

ど
が
出
現
す
る
種
類
構
成
に
基
づ
い
て

『
高
層
湿
原
」
と

呼
び
、
加
え
て
、
普
通
の
高
層
湿
原
と
の
環
境
の
違
い
を

強
調
し
て

『特
殊
な
高
層
湿
原
」
と
い
う
題
名
に
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
環
境
面
か
ら

『
風
穴
地
」

で
あ
る
こ
と

を
認
め
な
が
ら
も
、
種
類
構
成
面
か
ら

『高
層
湿
原
」
と

呼
び
、
そ
の
中
で
環
境
面
か
ら

『
特
殊
な
高
層
湿
原
」
と

細
分
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

植
生

(植
物
群
落
)
の
呼
び
方

に
つ
い
て
は
色
々
な
立

場
が
あ
り
ま
す
が
、
同
氏
の
呼
び
方
は
、
環
境
と
種
類
構

成

の
両
方
を
複
雑
に
使
用
し
て
い
る
点

で
、
お
勧
め
で
き

ま
せ
ん
。
同
氏
の
観
点
に
立
ち
ま
す
と
、
東

ヌ
プ
カ
ウ
シ

山
も

『特
殊
な
高
層
湿
原
』
と
爵
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

私
が
今
ま
で
解
説
し
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類

が
優
勢
に
生
じ
る
こ
と
も
風
穴
地
の
湿
潤
環
境
に
対
応
し

た

一
つ
の
特
徴
と
す
る
方
が
す

っ
き
り
し
ま
す
。
ま
ず
環

境
面
を
先
に
出
し
て

『風
穴
地
」
と
呼
ぶ
方
法
で
す
。

風
穴
地
の
中
の
風
穴
地

前
項
で
は
、
素
晴
ら
し
い
論
文
に
ケ
チ
を

つ
け
た
よ
う

で
す
。
実
は
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
が
全
て
の
風
穴
地
に
共
通
し

て
出

現

す

る

訳

で
は

あ

り

ま

せ

ん
。

私

が

こ
ち

ら

で
確

認

し

た

風

穴

地

卜

...
ケ
所

の

う

ち
、

ミ

ズ

ゴ

ケ
類

が
優

勢

な

風

穴

地

は

わ

ず

か

、、一
ケ
所

だ

け

で
し

た
。

こ

の

こ
と

は
、

シ

ェ
フ
ト

ラ
イ

ン
が
高

層

湿

原

を

強

調

し

た
背

景

に

な

り

ま

す
。

日
本

で
も

、

私

の
概

説

書

(
佐

藤

一
九

九

五

)

で

す

で

に
述

べ
ま

し

た

よ

う

に
、

特

に
本

州

の
風

穴

地

に

は

ミ

ズ

ゴ

ケ
類

が
出

現

し

な

い
風

穴

地

が

少

な

く
あ

り
ま

せ

ん
。

私

の

以
前

の
風

穴

植

生

に
関

す

る
種

々
の
解
説

で
は
、

こ

の
点

の
強

調

が

少

な

か

っ
た

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。

風

穴

地

の
中

で
も

、

ミ
ズ

ゴ

ケ
類

が
優

勢

に
出

現

す

る

こ
と

、

そ
し

て
晩

秋

ま

で
低

温

・
湿

潤
状

態

が

持

続

す

る

特

徴

は
、

特

に
、

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

風
穴

地

と

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

の
風

穴

地

に
共

通

し

て
お

り

ま

す
。

ま

だ

ま

だ

詳

細

な

比

較

研

究

が

必

要

と

考

え

て
お

り

ま
す

が

、

現

段

階

で
も

、

両

者

は

『
と

り

わ

け

冷

涼

・
湿
潤

な
環
境

の
下

で
、

一
般

に

は
高

層

湿

原

に
生

え

る

植

物

を
多

く
混

在

さ

せ

る

風穴地の解説看板
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風

穴

地

、

ま

す

。

特
殊
な
風
穴
地

で
あ
る
」
と
言
う

こ
と
が
で
き

風

穴

地

の
保

護

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

風

穴
地

は
、

最

も

著

し

い
風

穴

地

部

分

で
長

さ
約

百

メ

ー

ト

ル
、

斜

面

上

方

に
向

か

う
幅

が
約

五

十

メ

ー

ト

ル

の
規

模

し

か

あ

り

ま

せ

ん
。

し

か

し
、

上

記

の
特

殊

性

に
基

づ

い

て
、

地

ド

氷

、

フ

ロ
ラ

(植

物
相

)

な

ど

を

合

わ

せ

た

生

態
系

全

体

が

『
オ

ー

ス
ト

リ

ア

の
ビ

オ

ト

ー

プ
保

護

区

」

と

し

て
保

護

さ

れ

て
お

り

ま

す
。

現

地

で

「
日

本

と

違

う

な

」
と
感

じ

た

こ
と

は

、

そ

れ

を

知

ら

せ

る

標

識

が

車

道

側

に
は

な

く
、

入

り

込

ん

だ

ハ

イ
キ

ン
グ

用

の
歩

道

際

に
目

立

た

な

い
よ

う

に
付

け

ら

れ

て

い

る
点

で
す

.、

こ
れ

は
、

ま

こ
と

に
不
親

切

で
す

。

ま

た
観

察

路

は

、

ド

縁

部

に

ほ
ん

の
わ
ず

か
だ

け
設

け

ら
れ
、

心

あ

る
観

察

者

の

た
め

に

『
正

確

に
解

説

さ

れ

た

看

板

』

が

二
枚

だ

け

立

て
ら

れ

て
お

り

ま

し

た
。

さ

ら

に
、

U
字

谷

を

走

る
車

道

は
、

反

対

側

の
斜

面
基

部

に
極

め

て
自

然

に
迂

回

さ

れ

て
お

り
ま

し

た

。

ト

ー
タ

ル
と

し

て

『
何

気

な

い
、

し

か

し

細

心

な

保

護

の
仕

方
』

に
、

本

当

に
感

心

さ
せ

ら

れ

て
し

ま

い
ま

し

た

。

以

L

、

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

風

穴

地

に

つ
い

て
書

き

進

め

て
き

ま

し

た

が

、

「
東

ヌ
プ

カ

ウ

シ

山

の

風

穴

地

帯

は
、

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

同

様

に
特

殊

で
あ

り

、

は

る
か

に
大

規

模

か

つ
多

様

、

山

域

全

体

・
生

態

系

全

体

を

本

当

に
人

切

に
保

護

し

な

け

れ

ね
ば

な

ら

な

い
」
、

そ

う

何

度

も

繰

り

返

し
、

東

ヌ
プ

カ

ウ

シ
山

域

へ
の
想

い
を

強

く

さ

せ

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

(
初

冬

の
チ

ュ
ー

リ

ッ
ヒ

に

て
)

引

用

文

献

ハ

ン

ス

・
シ

ェ

フ
ト

ラ

イ

ン

(
一
九

六

二

)
.

シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

・
タ

ウ

エ
ル

ン
山

地

に
お

け

る
特

殊

な
高

層

湿

原

.

シ

ュ
タ

イ

エ

ル

マ

ル
ク
自

然

科

学

研

究

報

告

、

九

二

.

一
●

四
ー

一

一
九

.

グ

ラ
ー

ッ
,

(
独

文

)

佐

藤

謙

(
一
九

九

五

)
.
北

海

道

の

風

穴

植

生

概

説

.

L

士

幌

町

ひ
が

し

大

雪

博

物

館

研

究

報

告

、

一
七

.

一

〇

七

=

五

.

上

士

幌

佐

藤

謙

(
一
九

九

九

)
.

ハ
ン

ス

・
シ

ェ

フ

ト

ラ

イ

ン

著

「
シ

ュ
ラ

ト

ミ

ン
グ

・
タ

ウ

エ
ル

ン
山

地

の
高

層

湿

原

」

(
全

訳

)
.

北

海

学

園

大

学

論

集

、

九

九

.

札

幌

(
印

刷

中

)

,
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